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子どもの権利条約
ネ ッ ト ワ ー ク

子どもとともに創 り続 ける学校

一札内北小学校の 6 年間一

伊 藤 義 明 （足寄小学校）

最高に感動した卒業式

卒業生入場の時か ら担任の目か ら涙がこぼれていた。一人

ひと りが ス テー ジか らス ポ ッ トライ トを 浴 び て 入場 して く

る。 これも子 どもた ちが考 え 出 した演 出で ある 。式 が進 む に

つれて泣き出す人が多 くなってい った。在校生の歌声 と卒業

生の歌と演奏のとき、それ は最高潮 に達 した。卒業生・在校

生・保護者・教職員がみんな泣きなが らその場にいた。今ま

で、十数年聞こんなにも感動を呼び涙を誘う卒業式は経験 し

たことがな い。 あん な に大 き く、思 い の こも った在校 生 の歌

声を聞いた経験がない。

なぜ 、この よ うな 卒業式 が生み 出 されたの だ ろうか 。

2 0 0 5 年 3 月卒業式。主役 となった6 年生は2 年生の 時か

ら、実行委員 として卒業式を作っていった。 5 年生 は 1年生

の暗か ら 「学校 づ く

りへ の 子 ど も 参加 」

を経験 し、札内北小

学校 におい て多 くの

場面 で いろ い ろな こ

とをつ くり上 げる経

験を してき た子 ども

たちである。紆余曲

折はあったが、子ど

もとおとな（教職員）

がよ いパ ー トナー シ

ップ で、 自 らの学校

をつ く り 上 げ て き

た。そ して、最後の

活動である卒業式に

すべての人の思いが

集結 した結果 が このよ うな卒業 式 を生 み 出 した のであ ろ う。

今まで につ く り上げてきたもの

卒業式にかぎらず、子どもたちは自分たちの関わる様々な

活動 を 自 らの 手 でつ くり上 げて きた 。入 学式 、 1 年生 を迎 え

る会、遠足 、運動会、北小祭 り、学習発表会、6 年生を送る

会と全校に関わるものはもちろん、宿泊学習、修学旅行等の

宿泊行事、集会活動、クラブ活動、児童会活動などすべての

活動 に対 して行 って きた 。 これ らの経験 の 中で子 ども たち が

手に してきた もの は非常 に大き い。

学校づ くりの経験わlら社会参加 を学ぶ

「子 ど も参 加 」 を進 め て い く上 で 、 常 に 意識 した も の が
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「子どもの権利条約」である。特に 「意見表明権」について

は、子 どもたち に決 定権 があ る もの と して 進 めて きた 。 これ

は、意見を述べるだけで最終的にはおとなの都合で決定され

るの ではな く、 決定 に至 る までを経 験 する ことで 、参加 の意

識と自分た ちの 思 いや願 いが 形 にな る喜 びを掴 む こ とがで き

ると考えたからである。そこで、主要な決議の場を児童総会

に し、と り くみ を進 めて きた 。全 校 に関 わる こ とは児童 総会

で、学年 に関わ る こと は学年 総会 で決 定 され て活動 が進 め ら

れた。総会にかけられる提案は、実行委鼻会や学級会などい

くつかの 過程 を経て総 会 に出さ れる 。その 中で 子 どもた ちは、

民主 的な話 し合 いを行 い 、活 動が つ く られ て い く過 程 を経験

から力 に変 えて い ってい る。 こう した ことか ら、子 どもた ち

は、 おとな にな り社会 に出て よ りよ い社会 を つ くろ うと社会

参カロしてい く力 を学 び取 って いるの であ る。

夢や厭いを形 にしてい く子どもたち

子 どもた ち にはた くさんの 夢 や願 いを持 ち 、か なえ よ うと

する権 利 がある 。そ して 、多 くの 可能 性 をも って いる もの で

ある。 しか し、実 際 に はそ の よ うすが な か なか 見 え に くい 。

それ は、子 ども たち の生 活の 場 か らそ う した場 が奪 わ れて い

るか らなの か も しれな い。競 争 原理 の中 で生 かさ れる子 ども

たち 、教師 の指 示 や合 図 に従 順 に従 う ことを求 め られ る子 ど

もた ち か ら見 えて こな いの も当 舞琵の こ とで ある 。 お とな は 、

子ども によ か れ と思 い行 動 して い る かも しれな い 。 しか し、

子どもの声 を聞 かず に行 ってい る とすれ ば 、それ は、 お とな

側か らの一 方的 な押 しつ けとな り、 子 ども との 間でず れ が生

じたとき に気 づ くこと も修正 す る ことも で きな い。長 く続 い

た教師は指導するもの教えるもの、子どもは指導されるもの

教え られ るもの とい う教 育観 、子 ども観 に別 れ を告 げ、学 校

の中で子 ども とパ ー トナー シ ップ をと る ことで 、子 ども の思

いや声 を聞き 、生 かす こ ともで き る。 また 、子 ども に とって

も、 自分 の思 いや 願い を形 にす る上 で 、お とな がよ いパ ー ト

ナーとな って いる とき 、 自信 を持 って よい形 で つ く り上 げる

ことがで きる 。そ う した場 に いる子 ど もた ちは 、活動 す る こ

と、生 きる ことを楽 しみ 、生 き生 き と生活 する ことが でき る。

学校 が そ う した 場 とな る た め に も 「子 ど も観 の 転 換 」 と

「「子 どもの権 利 条約」 を生か した 学校 づ く り」 は 、必要 不可

欠である。札内北小学校では、教職員の意識改革を進め、子

ども に と って の パ ー トナ ーの あ り方 を 探 り、「子 ど も参 力別

の実践を行 ってきた中で、子どもの多 くの声や可能性を引き

出 して きた。

自分の居場所・ したいことを見つけてい く子どもたち

「こ こ は、私 た ちの 学 校 だ よ。」 と だれ に対 して も 自信 を

持って、堂々と言える子どもたち。子 どもたちは、札内北小

学校 が 自分 たち の居 場所 であ る こ とを心 か ら実 感 して いる の

で ある。 学校 では 、仲 間 と一 緒 に活動 をつ く り上 げる こ とが

で きる。 学校 では 自分 の思 いを大 切 に生 きる こ とを認 め られ

る。そ こに通 う子 ども たち に と って 学校 は 、単 に通学 する 場

ではな く、活動 し、生活 す る場の一 部 とな ってい るので ある 。

居 場所 や した い こ とを見 つ け た子 ど もた ち は 、 目を輝 か せ 、

生き生 きと元 気 に学 び、活 動 してい く。居場 所や した い こ と

醒≡
けてい くこと は大 切 な こ とで あ り、大 変な ことか
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もしれ な い。 しか し、 その よ うな場 を 多 く用 意す る こ とで 、

子どもた ち は、経 験 を通 し見 つ け出 してい く力 を獲得 してい

く。 場 を用意 す る ことも お とな と して大 切 な役割 で ある 。そ

うした場 の設 定 と子 ども たちへ の 関わ り方 を模索 しなが ら札

内北 小学校 の と りくみは進 め られて きた。

自分を認め、他 を認め関わ りを大切 にする

「も うそ ろそ ろ 、 この準 備 を しな い と・ ・ 」「これ や ら

なき ゃい けな い ん だ けど 、 ど うす る。」 休み 時 間 に こう した

会話 が子 ど もた ちの 中で 聞か れる よ うにな ってき た。 自分 た

ちで つ く り上 げ る活動 を経 験 して い く中 で 、自然 と コミ ュニ

ケー シ ョンの場 がつ くられてい った 。学校 づ くりを行 う上 で、

他と関わ る こと は不可 欠な ことで ある 。札 内北小 学校 ‾ご行 っ

てきた と りくみの 中 で、子 どもた ちは他 と関わる ことの大切

さと、楽 しさを実 感 と して得 てき たの であ る。そ して 、様々

な活動の中で、自分で意見を表明 した り、その意見が生かさ

れた りす る こと や他 と関 わ りを持 つ中 で、 自 らの 権利 が尊重

されていることを実感 し、そのとき、他のものの権利を尊重

する大切 さ も同 時 に矢口る こ とがで きる 。 こう した こ とか ら自

分の 大切 さ を矢口り、 自分 を認 め生 きて い くことの楽 しさを経

験する こ とがで きる 。ま た、 他の ものへ の思 いや りや他の も

のを・大切 にす るこ とも学ん でい くことにな る。

学校総体の とりくみ

札内北小学校では、子どもたちの通う学校そのものに「子

どもの権 利 条約」 の 理念 が生 かさ れる こ とを 目指 して 、学校

づくりを行 って きた 。学校 で ある 限 り、 1 年 間の教 育の 骨組

みが教 育課 程 と して形づ くられる 。そ の教育 課程 に 「子 ども

の権利条約」の理念が生かされていなければ、学校総体とし

ての と りくみ にな らな い。そ こで 、私 たち は、 自主編 成 を軸

に教育課程の編成を行ってきた。今、子どもたちは何を求め、

どのよ うな 時 間を必 要 と して いる のか を考 え編成 を行 い、子

ども にと つて生 活 しや すい学 び やすい 学校 づ く りや子 ども 時

間を生 み 出す こ とを行 って きた。 こ う して 、札 内北小 学校 の

一年間 の と りくみ がお こなわ れて きた。

「子 ども参 加」 の と りくみ を始 めて6 年 が過 ぎた。そ の間 、

多くの 壁 を乗 り越 えて きた 。保護 者の 理解 を得 るた め に 「教

育懇談会」を 1年間に3 回行い、保護者の声 を聞き、真筆 に

受け止めつつ、学校 としての説明を行 ってきた。教職員の共

通理解 を得る ため に、研 修 のテ ーマ と して 「子 ど もの権利 条

約」 を 設 けた り、実 践公 開 を行 うこ とで 、外 部の 声 を聞 き 、

自分 たち の糧 と してき た。 と同 時 に、 自分 た ちの実 践を公 開

して い くことで 、まわ りへ広 めて い くことも行 って きた。

今 、 まさ に教育 基本 法 が 「改 正」 され よ うと している この

とき、私 たち 現場 で教 育基 本法 を生 かす と り くみ が求め られ

ている。「子 どもの権利条約」を生かすことは、教育基本法

の教 育の 目的 と一体 化であ り、そ の ことか らも「子 ども参カロ」

のと りくみ を進 める こ とが重要 とな っている 。札 内北小 学校

のと りくみは 、そ う した現 在 に光を与 える ものであ る。



札内北小とわた し

本校勤務 2 年 目にな ります。赴任 した当初、「学校の行事、

自治活動のほとんどを （または全てを）子どもたちの手に委

ねる」 と い う北 小の 実践 に対 して戸 惑 いが なか った と言 え ば

嘘にな りますが 、現 在の 自分 が これま でで 最も教 師 とい う仕

事を楽 しめているのは紛れもない事実です。

十数年、小学校教員を続けてきて思 うことは、学校教育 と

は学 習の プ ロ セス を 「大事 」 に しな が らも、 結果 を 「重 視」

して しま うもの であ るな とい う ことで す。 悲 しいか な教 師 は

自分の学級農園の作物が枯れそうになれば、これではまずい

と水 をや る し、秋 には しっか り結 実 し収穫 が見 込め る よ うに

世話 を します。 それ は何 故で しょ うか 。子 ども のた め ？授業

のた め ？はた また 見栄 え のた め ？で しょうか 。「先 生 の ク ラ

スの柴田、手 入れ が足 りな い様 だ けど ど うにかな らな いの か。」

とい う言葉 に対 し、「あの ま までい いん です 。」 と答 え よ うと

する人 は どれ だけ いる で し ょう。教師 は よ く 「失敗 か ら学 び

ましょう。」 と いい ま すが 、 これ で は子 ど もた ち が得 られ る

であ ろ うチ ャンス を、教 師の 手 によ って土 で覆 い 隠 して しま

っているようなものに思えるのです。言い換えれば教師は知

らず知 らずの うち に子 どもの 学 ぶ機会 を 阻害 して いる 。大 げ

さな言い方かも知れませんが、意外に教師はこの事をついつ

い見 逃 して しま って い る気 が しま す 。（こ う書 い て いる 本人

も書 き なが ら自 らを戒 め て い る訳 です が … 。） 面 白 い こと に

前述 の r悲 しいか な教師 は－ 』の 下 りか ら「教 師」 とい う部

分に 「私」 とい う言 葉 を当 ては めて書売ん でみ て ください 。皆

さんが普段学校で している事の、見え にくかった一面が浮か

び上 が って くるの かも矢口れ ません。

しか し、た だや み くもに失 敗す れ ば良 いと い うこと では勿

論あ りません し、 そ こか ら何 か を得 られ るよ う働 きか けな け

れば教育活動にはならない。そのため にまず必要なのは、子

どもたちの失敗を受け止める受け皿です。しかも私たち教職

員みんなでつくった大きな受け皿です。学級間・学年間のバ

宮 澤 裕 希 子 （札内北小学校）

ランスや 、時 間的 に ク リア しな けれ ばな らな い問 題を考 え た

時、 これ らの取 り組み は決 して 一人 で は成 し得な い ことを経

験してき てい ます 。北 小 に来て これ まで と何 が一 番違 うの か

と言えば、まず教師間で同一の方向を見据えた共通認識 とい

う土 台づ く りを常 に心掛 けてい る こと、 そ して、失 敗 を許容

し共 有で きる とい う ことだ と思 い ます。 それ らの 想い によ っ

て私たちは互いに支え合い、安心 して子どもの権利を守る実

践を進 め てい ける のだ と強 く感 じて いま す。教 師 が善 しと し

て描 く、 限 られた レール に子 どもた ちを 引 き寄せ て しま うの

ではな く、子 ども 自 らが創 造・ 選択・ 決 定 し、本 当の意 味で

失敗 を糧 と してい ける よ うな学 びの 雰囲 気 をつ くって い くこ

とが大 切で ある と思 います 。

この 1年 間 、学 校で は 、 rい っ しょに学 ぽ う？子 ども が学 び

をつ くる。 子 ども と とも に学 び をつ くる？』 を テー マ に実践

を進めてきました。北小の実践に携わった最初の年は、子ど

もたちの活動の様子をただひたすら見守 り、教師として子ど

もをどの よ うに支 援 して いけ ばよ いのか 、そ の付 き過 ぎず離

れ過ぎずの距離感が上手くつかめずに過ご してきた面もあっ

たよ うに思い ます 。 しか し現在 、 自分な りに分か って きた事

は、子どもが権利を行使できるという大きな軸を見失わなけ

れば、私たち教師はもっと学習集団の中に入る事ができる し、

その 距離 もも っと縮め られ る とい う事で す。 共 に学ぶ とはす

なわ ち 「共 に居 る」 ことで あ って 、子 ども と教 師 が混在 しな

がら学校 づ く りが でき る ものだ と感 じて い ます。年 度が 変わ

りまた春 が来 る と、学級 の 子 どもた ち との野 菜作 りが始 ま り

ます 。今 年 は何 にチ ャ レンジ しよ うか とわ くわ く しなが ら野

菜選 び をする こ とで しょう。そ して その 時も 、子 どもた ち と

一緒にせ っせとお世話をする予定です。稔 りの秋を心待ちに

して いる 学級の 一 員 と して 、子 ども たち と同 じ気持 ちで望 み

たい と思い ます。

学校を変える子どもたち

－ 辰野高校三者協議会の活動 から一

宮下 与兵衛（辰野高校）

長野県立辰野高校では、9 年前の憲法・教育毒本法5 0 周年

に、生徒会と P T A と職員会の三者で学校憲法宣言づ くりに

取り組み、「わた したちの学校づくり宣言一辰野高校学校憲

法宣言」を採択・宣言 しま した。それは、「日本国憲法、教

育基本法、子 どもの権利条約および本校の教育方針にもとづ

いて次 の よ うな 学校 づ く り と人 間 づ く りをめ ざ して いき ま

す」 とし、「これ らを実現するために、生徒・父母・教職員

が定 期的 に協 議す る場 と して三 者協 議会 を設置 します」 と宣

言してい ます。

三者協議会には、生徒会も P T A もそれぞれで話

子 どもの権利条約 第 83 号・ 2 006 年 4 月 1
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決議 した ことな ら何 でも 提案 で きます 。三 者協 議会 が始 ま つ

てか ら今までに、生徒会から提案された、上履きの改善、ア

ルバイ トの校則の変更 、また生徒会と P T A から提案された

服装の変更などが三者の話 し合いで決定されて、すべて校則

が新 しくな りま した 。 ど この 学校 で も校則 は教 員 がつ くった

ものですが、現在辰野高校の校則のほとん どは三者でつくっ

たも の に変 わ りま した 。ルー ル が 自分 た ちで つ く り、 自分 た

ちで守 るも の になる こ とに よ って、生 徒た ち は 自覚 と責任 を

もった主 権 者 と して成 長 してき ま した 。 服装 は 標 準服 と し、

普段 は私服 でも 標準 服で も どち らを着 て もよ くな り、また 標

準服の デザ イ ンは生 徒会 が フ ァ ツシ ョン シ ョーを 開い て 、生

徒と父母の投票で決めました。毎年、三者協議会には生徒会

から全校生徒のアンケー トにもとづいて施設・設備の改善要

求が提出されます。職員会では改修箇所の優先順位をつけて

生徒会に回答 します。予算がつかなかった更衣室のスノコ板

製作や古い校舎の壁塗 りは三者の協働作 業で解決 していま

す。 J R への列車タイヤ改善要望も三者で提出してきて、5

年目にすべて の快速 が通 学駅 に止 まる よ うにな りま した 。

授業については、生徒会は全校生徒に各教科に改善 して欲

しい点 を アンケ ー トで集 約 し、 提出 しま す。教 員 は、 各教 科

で会議をもち一つ一つの要望に対して三者協議会で回答 しま

す。年度末には、それ らが実行できたかどうかの自己評価を

提出します。また、職員会か らは生徒の学習姿勢 についての

改善 要 望を提 出 し、各 クラス で話 し合 い クラス の学 習 目標 を

つく り発 表 しま す。 これ らは すべ て三者 協議 会 で要求 し、I司

答し合い、その内容はすべての家庭 に届きますから、協議会

に参 カロでき ない 父母 も学校 の様 子 を知 る ことが でき ます 。全

校生徒には生徒会新聞で報告されます。生徒の学習ばなれが

問題 になっていますが、この取り組みで、生徒たちは「先生

たちの黒板の字がきれいになった。説明が丁寧になった」な

ど大変喜んでいます。

辰野高校では三者協議会を始めた年 tこ、辰高フォーラムと

いう地域 住民 の みな さん と学校 づ くりにつ いて話 し合 う会 も

始めま した。この話 し合いを契機に、生徒会は 「地域との連

携」をテーマに、通学路へのゴミ箱の設置と回収、町の駅伝

大会や公民館の文化祭への参加、商店街活性化のための商工

会とタ イア ップ した フ リー マー ケ ッ トの 開催 、市 町村合 併な

どの町 の課題 をテー マ に した 「ま ちづ く りシ ンポジ ウム」の

開催などに毎年取り組んでいます。

これ らの取り組みで、生徒たちの主権者市民意識は高まっ

ていて、高校生憲法意識調査では、「九条改定反対」「18 歳選

挙権賛成」は全国平均の倍 という率で した。生徒たちの詳 し

い取 り組みについては、「学校を変える生徒たち一三者協議会

の根づく長野県辰野高校 J（かもがわ出版）をお岩売みください。

埼玉・鶴ヶ島市の学校協議会の意義と今後の可能性

埼玉・鶴 ヶ島市では、 1 9 9 9（平成 1 1）年度か ら市内全て

の公立小・中学校 1 3 校に、「学校協議会」が設置されている。

鶴ヶ島市の 「学校協議会」は、子ども、家庭、地域、そ して

教職 員 に 「開 かれ た学 校づ く り」 を理念 と して お り、そ の メ

ンバー（協議委員）は児童生徒、 P T A（保護者）、 自治会や

商店会など地域、そ して教職員の各代表で構成されている。

学校 協議 会 は、そ の よ うな 各代 表 が学校 づ くりにつ いて話 し

合う仕組みである。子 どもの代表が、正式なメンバー （協議

委員）と して 学校 づ く りに参 カロす る点 は 、国 が 進め て い る学

校評議員制度や学校運営協議会の仕組みとは大きく異なる点

であ り、この学 校協 議会の 最大 の特徴 だ といえ るだ ろ う。

そのような学校協議会が設置されて6 年。これまで各学校

では、その学校及び地域の実状にあわせて学校協議会の取り

組みが展開されてきた。その鶴 ヶ島市の学校協議会について、

早稲田大学大学院喜多明人研究室は、2 0 0 3（平成 14 ）年度

に、全ての学校の学校協議会の 「おとな」委員 1 5 6 名 （子ど

も委 員 を除 く） を 対象 に して 、 r学校 協 議会 と子 ど も参 加 に

関する意識・実態調査』（アンケー ト調査方式）を行 った。

その調査結果をふまえて、学校協議会の実態とその意義、課

題について述べたい。

その調査結果によれば、参加するおとな協議委員の7 割近

くの回答者が、学校協議会の必要性を感 じているというもの

だった。そのように必要性が感 じられている学校協議会には、

虻
た いどの よ うな効果 が あ ったの だろ うか 。す なわ ち、 有

子どもの権利条約 第 83 号・ 200 6年 4 月15 日号
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効な回答者9 5 名のうち、7 3 名 （7 6 ．8 ％）が 「学校の実状

を理解することができた」、また3 7 名 （3 8 ．9 ％）がそれぞ

れ「家庭や地域の情報を得られた」や 「教員・家庭・地域住

民の関係がいっそう深まった」、3 6 名 （3 7 ．8 ％）が 「学校

の問題を解決できた」と、協議会の効果を実感 しているので

ある。そ して、鶴ヶ島市の学校協議会の特徴である 「子ども

参カロ」 に つい ては 、子 ども が委員 と して参 加 してい る協議 会

のおとな委員の約 7 割が、「子 どもがいるからこそ実現でき

る事柄や解決できる事柄がある」、そ して約 6 割が 「子どもも

責重な意見をいってくれる」「子どもと触れ合 う機会ができ

て嬉 しい」 とそれ ぞ れ評 価 して い る。「お 互い に意 見 を交 わ

す機会のない子どもと合同の協議会は新鮮になる」「（おとな）

委員 がよ り真 剣 になる」 とい うよ うな意見 もあ った。

そのようなおとな委員の認識をみると、子 ども参加型の学

校づくりが、学校協議会 という組織そのもの活性化につなが

つて いる 点 と、そ れが学 校 づ く りに着 実 に影響 を与 えて いる

点を伺 うこ とがで きる 。私 は、鶴 ヶ島 市の 学校 協議会 につい

て、2 0 0 0（平成 1 2 ）年度より継続的に考察 してきたが、な

かでも、同市立西中学校ではそれらを顕著に見て取ることが

できる。西中学校では、学校協議会を年間 5 回開催 し、その

全ての協議会 に子ども委員 （生徒会役員7 名）が参加 してい

る点だけでも、他の学校協議会よりも活発な取り組みを行っ

ているところである。その協議会では、子ども委員の意見表

明か らは じま つた 協議 か ら、学 校 にお ける生 活環境 の具 体的



な改善 につな が った 。た とえ ば、 女子 生徒 の 「 トイ レの 壁が

壊れ か けてい るの をみ て心 が痛む 」 とい う意見 か ら トイ レの

修繕が行われたり、男子生徒の 「短パンは恥ずか しい」とい

う意 見 か ら体操 服の 変更 な どが行 われ た りする な ど、 目にみ

えるかたちで子どもの学校生活の環境改善につながってい

る。 それ らはほん の一例 で はあ るが 、それ らを見る と、 子 ど

もの 視線 で しかわ か りえな い、学 校の 日常的な 問題 点や 課題

等が、子 ど も委員 が協議 会 に参カロす る ことで浮 き彫 りにさ れ

ている のであ る。 もち ろん 、子 どもの 意見 が いつ でも正 しく

て、即座 に実 現す るよ うな もの ばか りとは限 らな い。 た とえ

ば、ある問題の解決に財政的な負担や、措置が必要 となれば

なおさ らであ る 。 しか し、その よ うな場 合で も、 この協 議会

で子 どもや お とな がそ の事 情 と問題 につ いて共 有 する こ とを

通じて 、子 ども とお とな とがそ れ らを解 決 して い くた めの 矢口

恵を 出 し合 って い くわ け であ る。い わ ば、学校 協 議会 は 、子

ども、教職員、そして保護者や地域の代表が寄り添い、支え

あって文殊の矢口恵を出 し合 う場 とな って いる とい えるだろ う。

その よ うな学 校協議 会 につ いて 、そ こに参 カロする子 ど もた

ちは どの よ うに感 じてい るの だろ うか 。前 出の西 中学 校学 校

協議会の子ども委員 （生徒会役員7 名）は、「保護者や地域の

方々 が どれほ ど 自分 たち のた め に考え て くれて いる かが わか

った」「お となの 前 で意 見 を い うの は緊 張 した け れ ども言 っ

たことが 実現 してみ る とよ か った な と思 う」 な ど と協議会 の

存在 意義 をか み しめて いる 。また 、 これ まで継 続的 に この協

議会への視察を続けてきた私か らは、子ども委員が協議会へ

参加 する 回数 を追 う ごとに 、彼 らの参 カロ意 欲の 高 ま りや 、 自

分たちの立場 （生徒全員を代表 しているという立場）をふま

えた発言などの参加行動 に、子ども委員の成長の過程を感 じ

取る ことが でき た。

以上のように、子ども参加型の学校づ くりは、従来の教職

員や 保護 者な ど 「お とな」 だ けに よる学 校 や地域 づ く りで は

達成 しえ な か った 、子 ど もの 目線 による 、子 ども に と って優

しい 学校 や地 域の 環境 の実 現 につな が って いる。 しか し、鶴

ヶ島市の学校協議会への子ども参加は、 これまでは中学校で

の取 り組みが主だ った。それは、子どもでも中学生な らまだ

しも、小学生では、おとなとの合同の会議の場で、意見表明

や話 し合 い がで きるの だ ろ うかな どの漠 然 と した 不安感 が お

となに あ ったか らだ ろ う。 しか し、前 出の調 査で は、 子 ども

参加を経験 したことのない小学校のおとな委員からも期待す

る割合 も 高 か った 。そ の よ うな ニー ズの 高 ま りを 受 けて か、

最近では、小学校でも子ども委員の協議会への参加が、子ど

もによる作文発表形式など様々な形態で、模索 しなが らも行

われてきている。そのような意味で、今後、鶴ヶ島市の学校協

議会の取 り組みは、小学生に適 った子ども参カロの条件は何か、

小学生 の 目線 による学 校づ くりはどのよ うなかたち に結実 する

のか、そ して、その よ うな小学校 における子 どもの参カロ経験 と

行動が、地域や中学校でもより成長を遂げたかたちで発拝され

るかなどを見て行く上で興味深い可能性をもっている。

（r学校 協 議会 と子 ども参 カロに関す る意 識・ 実態 調査 』につ い

て詳 しくは、r季刊教育法 J 14 2 号の拙稿論文 「子どもをふ

くむ参カロ型学校運営の可能性と課5琵一鶴ヶ島市「学校協議会」

の実態 調査 よ り－」 を参照 の こと。）

フリースクール と子 どもの参 画

子どもの場は子 どもで創 る。

東京 シュー レは、 その こと を大 事 に して2 0 年 や って き た

フリー ス クール で ある 。通 って きて い るの は小 1 ～2 0 才 の、

主と して不登 校 の子 どもで ある が 、障害 をも った子 、 さ毎外帰

国子女な どさ まざま な子 どもも いる。

私たち は 、子 どもは 自分 で判断 した り、行動 した り、自 らを

育て る力 を持 ってい る と考 えて い る。子 どもは 自分の 人生 を

作る主体なのである。日本の教育論の多 くが、子どもは教え

られ導 かれ る もの、 そ うでな い とまと も に育 つ こ とがで きな

い、 と し、押 し付 けや過度 な期 待 は、 わ りあい平 然 と行わ れ

てい る。不 登校 の子 は 、そん な 「こ うあるべ き」 とい う学 校

や親 の枠 にス トレスをた め、 ある いは疲 れ 、傷 つき 、強 い ら

れる こ とへの拒 否観 を感 じて いる 子が 多い 。だ か ら、子 ども

と共 にや って いき たい フ リー ス クール で は、子 ども 自身の 気

持ち や意 見 を 大事 に して や って い く こ とが 自然 に で きや す

い。決 して、 ち またで誤 解す る よ うな 、弱 い子 だか ら甘 くし

てい るの だろ うとい う こと で はな い。 文部 省 がす で に 1 4 年

前に 「ご く普 通の 子 どもだ」 と述 べた よ うに 、普通 の子 ど も

である 。ただ 、苦 しん だ り傷 つ いた りしてきた 。 自己 を責め

奥 地 圭 子 （N P O法人東京シューレ）

たり、こん な 自分 が生 きて いてい いのか と思 った りも あ った 。

その 子た ちが 、 この 自分で いい 、 この 自分 は大 事 だ、 この 自

分で 自分 ら しくや って い こ うと思 え るよ う にな って くると 、

すば ら しい力 を発揮 し始め る。 いや 、その よ う に自己肯定 に

至るプ ロセ スにも 、子 ども主 体 で子 ども の場 を創 ってい く こ

とが役立っているのだ。

では、どんな仕組みが子どもの参画をすすめるのだろうか。

まず、毎 週 1 回、年令 を超 えて、 ミー テ ィングを行 ってい く。

議長 は子 どもで あ り、誰 が議題 を出 して もよ く、 スタ ッフは

一票 であ り、少 数意 見 も大 事 に され る。 ミー テ ィン グでは 、

いろ いろタ イム （体験 学習 ） を何 にす るか、 どん な講座 があ

つた らいい か、合 宿 を どうす るか 、もめ ご との解 決、部 屋の

使い方、取材の可否など、経理 と人事以外のほぼあらゆるこ

とが議題 にな る。

6 月、中 2 の男の子が入会 してきた。いくつかの講座に選

んで 出席 し始 め 、 9 月 に な った 時 ミー テ ィ ン グで 挙手 して

「 三 味 線講 座 を や りた いん で すが」 と発言 した 。す る と、な

んと5 人の子どもが一緒にや りたいと意志表示 し、講師が見

つかれ ば開 講 とい うこ とに な った 。 1 0 月 か ら実現 し、

子どもの権利条約 案 83号・ 200 6年 4 月15 日号
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見学者 や親 の前 で 「まだ 下手 です がや りた い ことが ここで は

本当 に実 現 して ほん と に うれ しい」 と 時々言 って いる 。約 1

年た つた今 で は 「東京 シ ュー レ通 信」 と い う月 刊雑 誌の 編集

部異 に 自 ら入 って 、「出来 上 がる 時 が楽 しみ なん で す よ」 と

印刷機を動か している。この通信も、子どもの手で 2 0 年続

いてきた8 0 ～ 9 0 ページの内部メデ ィアで現在 3 8 0 部発行

して いる。 特集 、 日程の 予定 、報 告 、お知 らせ、 自由 投稿 な

どを 内容 と し、 シ ュー レの 日常活 動 にな くて はな らぬ もの で

ある 。ミー テ ィングで決 ま った取 り組み も ここに反 映さ れる 。

もう 1つの重要な仕組みは、実行委員会で iある。東京 シュ

ーレには、規模さまざまな大小の実行委員会がある。この原

稿を書いている現在活躍 しているのは、「サッカー合宿」の6

人の実行委員会で、3 ケ月前か ら場所選定か ら日々の献立 、

しお りづ く りまで準 備 し、今 は 春の房 総 の中 、 グラ ウン ドを

参加 者 2 3 人 が駆 け 回 って い る こ とだ ろ う。そ の 1週 間前 に

は、 シ ュー レの建 物 の中 で の 1泊 「お泊 ま り会 」の 小 さな 実

行委員会があり、もう 1 週間前には、学校でいう卒業式がわ

りの 「お別れ会」の実行委員会があ つた。これは、実行委鼻

1 5 人 くらいで規 模 も大 き く、桜の 木 をモ チー フ に した装 飾 、

ステージ発表、自分たちで作 った料理 と配膳の仕切 り、エン

デイン クの 演 出ま で素 晴 ら しい もの だ ったが 、お別 れ する 人

はもち ろん 、3 スペースか ら集ま った初・ 中・ 高の参加者

14 0 人 も満足 しただ ろ う。さ らに大 きか った取 り組 みは 、昨

年の2 0 周年祭の実行委鼻会で、3 スペースから集まる約3 0

人近 い子 ども達 が 、 1 年前 く らいか ら、 資金 づ く りの丁シ ャ

ツ売 りや演 劇 、オ リジナル ソ ングの 作成 な ど多様 な取 り組 み

を展 開 し、 O B ・ O G に協力 しても らい、 2 0 周 年 にふ さわ し

いもの とな った 。

振 り返れば 2 0 年間でもっとも大きか った実行委員会は、

2 0 0 0 年の 「世界フ リースクール大会」の開催である。 9 9

年の イギ リス・ サ マー ヒル大 会 に参 加 した子 どもた ちが 「来

年や りた い」 と立候 補 し、 日本 開催 が決 ま った 。 この よ うな

大きな規 模の イベ ン トに は、 お とな も実 行委 員会 に入 り、別

に組織委員会を外部識者にも協力 していただいて資金集め等

に動いたが、子 どもたちの 1年間の動きは、本当に見事だっ

た。私 が この と き感 じたの は 、子 ども とお とな が相 互 にパー

トナ ー とな り、 それ ぞ れの 適 所 で活 動 を分 担 し、 もち よ り、

● ■

対策 を とも に考 え、 また実 行 して い くとい うい い関係 とい う

のは、とて も自然 で、とて も皆が 生き生 き とでき 、 しん どさ■、

困難 も 当然あ る だろ うけ ど、多 くの 実行 委 員が子 どもも大 人

も、楽 しか った と言 って いる。

これ らの活 動 は、子 どもを ひ とまわ りも ふた まわ りも大 き

くし、 自信 を育 てた 。

大小さまざまの実行委員会の共通点は、子 ども自身の意思

で委 員 に な りた い人 が な る とい う こと であ る 。 この方 式 で 、

手づ く りの気 球 を空 にあ げ、 ユー ラ シア大 陸を 陸路の み で 1

ケ月 か けて 横 断旅 行 し、4 年半 か けて長 野 県 にロ グハ ウ スを

建設 し、工場 で溶 接 や施盤 を や りなが らミニ トレイ ンを完 成

させ、今も児童館や保育園か ら声がかかると、5 ～6 人の子

を乗 せ て、 トレイ ンを走 らせ てい る。 これ らは 「夢」 の実 現

といえ る。 この よ うな面 白さ は、東 京 シ ュー レを立ち 上 げる

前は、夢 に も想像 しなか った ものだ 。今 も 、世 間は、 こん な

力を子 ども たち が も つて いる こ と を矢口らな い だろ う。 い や、

きつと、今、公的・民間をとわず不登校の子が学校外の場に

通う時、小中学生は割引定期の通学定期を使えることも、児

童福祉法の改正の時、不登校であれば児童自立支援施設 （も

と教護院）に入所させ られる可能性があ った法案に、超党派

で「不登校を理由には入所させない」 という付帯決議を国会

で決議できたのも、子 どもたちの積極的な動きがあったから

可能 にな った ことも わか って はいない だろ う。子 どもたち は、

自ら行動 し、 自分 た ちの権 利 を拡充 し、あ るい は権利 を守 っ

たの であ る。

卒業 生た ちが 「何 とい った って 、 シュー レの ことで会 社 に

入つて役 に立 って いる の は、 あの ミー テ ィン グだ」「自分 た

ちで、 ゼ ロか らこ うや って作 るん だ とい う経 験 が、や れば で

きる とい う支 え に な って いる 」「国会 よ り、 よ ほ どシ ュー レ

のほ うが民 主的 だよ ね」 な どとい う。 フ リー ス クール は 自由

だか らでき るん で しょ、と言 われ るが 、子 どもの 場は も っと

子どもの意志決定を中心におき、子 どもの参画を高める重要

さと面 白 さを 、お となた ちが 認識 する こ とが、 日本の教 育 を

変える と思 う。 子 ども 自身が 内在 させ てい る力が ある ので あ

る。 フ リー ス クール の実 践が 色々 な所 でも っ と参 考 にされ て

ほしい と私 は思 っている 。

解説 ：豊島区子どもの権利に関する条例

1 ．条例制定の理由

こんにち、少子化が大きな社会問題になっている。そのこ

とに加え、子どもの権利侵害 （いじめ、虐待等）が依然存在

し、放置で きな い憂慮 すべき 問題 とな ってい る。この条例 は 、

こうした問題に家庭や地域、自治体、そ して社会全体で総力

ぼ芸
り組 み 、権利 侵 害救済 の サポ ー トシス テム の強 化
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や、総合的、計画的、継続的な子 ども施策を展開するための

法的根 拠 となる ことが 期待 されて いる。

また、子 どもの権 利 保障 だけ では な く、地域 コ ミ ュニ テ ィ

の再構築のためにも、次代を担 う子どもたちが「自分の頭で

考え、自分の生活と同時に地域社会での行動にも責任を持つ

区民 」 に成長 す る ことが必 要で あ る。条例 化 する こ とによ っ



て、具体 的な子 ども 施策 や子 ども参 画 の シス テムづ くりが推

進され、子 どもが地 域の 活動 に主 体的 に参カロで き、豊 島 区の

地域 コミ ュニ テ ィを 下か ら支 える もの にな る ことも求 め られ

ている。

さらに、この条例の制定 は、「権利」に対する不十分な理

解や混同、誤解等、誤った認識をあらためることができる機

会でも ある。

2 ．条例の基本的な考え方

この 条例 は、以下 のよ うな基本 的な 考え方 に依 拠 してい る。

（ 丑子どもの権利保障や支援の原則、理念を規定 した 「原則的

条例」の視点と、子どもの権利にかかわる個別の問題の現実

的な対応を規定 した「個別的条例」の視点の両方を併せもち、

子どもの権利保障の理念と権利保障制度の両方を総合的に規

定している。

（さ「子 ども」 を 「保 護す る 対象 」 と して だ けで な く、「権

利の主 体」 と して位置 づ ける。 これ ま で、「子 ども のた め に」

と考え られて きた ことの中 に、実 はお となの 都合 であ った り、

強制的 に導 こ うと してき た ことが少 な か らずあ った こと にお

となが気づき、子どもとおとなの思いの誤解やずれを埋めて、

信頼 関係を築 き 、深 める こ とが 目的 で あ り、世代 間・ 親子 間

対立を埋 める役 割 を担 うも ので ある。

3 ．条例制定の経緯

条例制定の経緯は、以下の通 りである。

1 9 9 0 ．7 区議会 国に「児童の権利に関する条例の批准

を求める意見書」を提出

1 9 9 3 ．1 1 区議会 国に「児童福祉・保育制度の抜本的拡

充を求める意見書」を提出

1 9 9 9 ．6 第 2 2 期青少年問題協議会 諮問 「青少年の社

会参画の推進方策について」

2 0 0 1．3 第2 2 期青少年問題協議会 答申 「青少年の参

加・参画を推進する重要課題」と して子どもの

権利擁護の仕組みづくり（子どもの権利条例 ・

オ ンブズ パー ソン等） が掲 げ られ た

2 0 0 1．6 第2 3 期青少年問題協議会 諮問 「権利の主体

としての青少年の成長を支援する方策について」

2 0 0 3 ．2 第 2 3 期青少年問罠喜協議会 答申 「子どもの権

利条 例」 の制定 が需要 課王講と して上げ られ る

3 豊島区基本構想 めざすべき方向 「子どもの権

利 を保 障 し、子 どもが の びの び と育 つ環 境 づ く

りをすす めます 」

12 第 2 4 期青少年問題協議会 「子 どもの権利の

視点にた った子どもプランの策定に向けて」

12 子どもの権利条例 （仮）検討委員会 設置

2 005．3 豊島区子 どもプラン一次世代育成支援行動計画

一策定

3 検討委員会 条例素案策定

委員会報告書提出、フォーラム開催

平成 16 年度第2 回 子ども施策調整会議

2 0 0 5 ．4 ～7 関係団体等への委員会報告書の説明

5 第 2 4 期青少年問題協議会に委員会素案報告

6 第 2 固定例議会に 「豊島 区子 どもの権利条例」

早期制定 についての陳情が出される

9 第 3 国定例議会に「十代倶楽部」（仮称）及び「子

ども擁護センター」設置についての請願が出さ

れ、採択となる

1 0 条例案 パ ブ リ ックコメ ン ト実施

1 1 第4 固定例議会に請願が出され、また継続の陳

情も出され、共に採択となる

2 0 0 6 ．2 第 1国定例議会に上程

子ども文教委員会

議案 については、挙手多数によ り原案を可決。

否決を求める請願は、挙手多数により不採択。

4 ．条例検討委貴会等の活動

①豊島区子ども権利条例 （仮称）検討委貴会

2 0 0 3 ．12 ～ 2 0 0 5 ．3

学識経験者、公募区民、学校関係者、民生委員児童委員協

議会、保護司会、青少年育成委員、小中 P T A 連合会、区職

員1 5 名で構成され 1 5 回の開催

②起草部会 2 0 0 4 ．5 ～2 0 0 5 ．2

公募区民3 名と学識経験者3 名により、 14 回開催

③ヒア リン グ 2 0 0 4 ．2 ～ 7

子 ども 1 9 回 1 7 3 名 お とな2 8 回 3 0 4 名の ヒア リン グを

行う

（ 彰中間の ま とめ説明 会 2 0 0 4 ．1 1 ～2 0 0 5 ．2

子 ども3 回 1 8 名 おとな 2 7 回5 0 0 名 で開催

5 ．「豊島 区子 どもの権利 に関する条例」 に対 するパ ブリ

ックコメ ン ト等の結果

（ D パブ リックコメ ン ト 賛成 ：5 0 反対 ：2

（ 診パブ リックコメ ン ト以降 の意見 結果

賛成 ：15 反対 ：3 8 9

③「豊島区基本計画 （素案）」分野別計画 「子どもの権利の

保障」に関する意見 2 0 0 6 ．1 ． 1～ 7

賛成 ：6 反対 ：2 6 5

6 ．今後 のこと

平成 1 8年の第 1回定例議会で可決 したものの、区長の公約

として制 定 をす すめ る区側 に真 っ向か ら反対 する与 党 に、 区

としては 「条例の修正、見直 し、廃止も選択肢の一つとして

考え、予算の執行は慎重に対応する」という態度を表明した

ことで、与党は予算案に賛成 した。

反対側の理由は、「虐待防止な ら F虐待防止条例』があれば

いい。未成熟な子供を育み、保護し、教育・指導 し、そ して、

時には諌めることが大人の責任である。子供に権利をふんだん

に与 える ことは子 供の抱 える問王琶解 決 にはな らず 、かえ って、

子供のわがままを助長 し、意見表明権は、校則を無視するなど

学校現場を混乱させる。また、家庭の躾に権利擁護委員会が権

利侵害 と して介入 し、愛情 ある親子 関係 をたちき り、家庭崩壊

にもつながる危険性の高いものだ。」といったものである。

子 ども が権利 の主 体者 とな る ことが 、人 間と しての 育ち に

なる こと 、その 育ち を支 援す る こと こそが 、お となの 本当の

責任 であ るこ とを 、草 の 根的 な対話 と活動 で共感 して い くよ

うな取 り組 みが い ま、求 め られて いる 。当事 者 であ る子 ども

の権利 行使 とそ れ にと もな う責任 ある 姿 に、子 どもの 成長 と

幸福 を願 うお とな は、子 ど もの権 利の大 切 さ に気 づ く ことが

できる。そのためにも、具体的な子ども参加の機会が、それ

を支援 しよ うとす るお とな によ って 、あ らゆ る場で 設 けられ

；≡顎てい く ことを期待 した い。
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豊島区子 どもの権利 に問す る条例

子どものみなさんへ

あなたの人生の主人公は、あなたです

あなたのことは、あなたが選んで決めることができます

失敗 しても、やり直せます

困ったことがあったら、助けを求めてもいいのです

あな たは 、ひ と りで はあ りま せん

私たちおとなは、あなたの立場 に立って、あなたの声に耳を傾けます

あな たが あな た ら しく生 きて いけ る よ うに、 い っ しょに考 え てい きま しょ う

あなたという人は、世界でただ一人しかいません

大切な、大切な存在なのです

この宣言をもとに、豊島区は子どもの権利に関する条例を制定 します。

子どもは、自分の今の「思い」をわかってほしいと願 っています。何かを要求するだけではなく、子どもなりにできることを考えて挑

戦し、自分の役割を担お うとしています。それを手助けするためには、子どもの主体性を認めて、子どもがおとなとともに宇を携えて

社会に参画できる場 をつくることが必要です。子どもに対する差別をな くし、誤った思い込みを改め、お互いの権利を意識 しながら、

子どもとおとなの新 しい信頼関係をつくることが大切です。

どんな子どももみな等 しく生まれながらに持 っているものが子どもの権利です。子どもの権利は、その年齢や発達に応 じて保障される

ものです。子どもの権利を実現 していくためには、まず、おとな自身が権利というものに関心を持つことが必要です。そ して子どもは、

おとなや子ども同士のかかわ りあいの中から、お互いの権利の尊重、責任などを学び、権利を実現 してい く力を培っていくのです。未

来を託する子どもたちにとって、自分の選択で権利を行使することは、かけがえのないことなのです。

おとなには、子 どもを深い愛情のもとに健やかに育てる責任があ ります。そのために、おとなは、家庭、学校および地域の中でお互

いに手を携え、協力 しながら、子どもの限 りない力を信 じて最善の努力をします。豊島区は、それらを実効あるものにするため、安

全・安心に暮らせる環境を整備 し、この条例に定める子どもの権利保障の理念をあ らゆる施策に反映させていきます。

まさにこの豊島区の目指す理念こそ、国が批准 した児童の権利に関する条約（平成6 年条約第2 号）に通 じる理念 にほかな らないのです。

第 1 章 総 則
（ 目 的）

第1条 この条例は、子どもの権利の内容を明らかにし、子どもの権利を守 り、成長を支援する仕組みを定めることにより、子どもの権

利を保 障する こ とを 目的 と します 。
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次の各号に掲げる用語の意義は、それぞれの当該各号にさだめるところによります。

1 8 歳未満のすべての者及び規則で定める者をいいます。

親件を行う者、未成年後見人其の他の者で、子どもを現に監護する者をいいます。

かかる施設 豊島区 （以下 「区」といいます。）の区域内 （以下 「区内」 といいます。）にある児童福祉法 （昭和2 2 年法

律第 16 条4 号）に定める児童福祉施設及び学校教育法 （昭和2 2 年法律第2 6 号）に定める学校等のほか、子どもが育ち、遊び又

は学ぶ施設をいいます。

区民 区内に居住する者、区内の事務所もしくは事業所に勤務する者又は区内の学校等に在学する者をいいます。

区民等 区民及び区内に滞在するもの（通過する者を含みます。）をいいます。

（ 6 ）事業所 営利、非営利の別にかかわ らず、区内において事業活動を行 う個人又は団体をいいます。

（ 責 務）

第3 条 区は、子どもの権利を尊重 し、あらゆる環境の整備を通じて、これを保障 しなければな りません。

2 保護者は、子どもの成育について第 1 義的責任があることを認識 し、その養育する子どもの権利を保障 しなければな りません。

3 子どもにかかわる施設の設置者、管理者、職員等 （以下 「施設関係者」 といいます。）は、子どもにかかわる施設において子どもの

権利を保障しなければなりません。

5 事業者は、区の施策に協力 し、雇用又は所属 している子どもの権利を保障 しなければな りません。

第 2 章 子 どもの権利の普及
（ 子どもの権利の普及）

第4 条 区は、子どもとおとなが子どもの権利の重要性を知り、よりよく理解するために、次に掲げる子どもの権利の普及に取り組みます。

（ 1）この条例に定め られた子どもの権利の周知や学習の機会を設けること。

（ 2 ）地域や子どもにかかわる施設との連携・協働の下に、子どもの権利に関する取り組みを推進するためとしま子ども月間を設けること。

（ 3 ）児童虐待に係る通告について、地域や子どもにかかわる施設と連携 して広報及び啓発活動を行 うこと。

第 3 章 大切な子どもの権利
（ 大切な子どもの権利）

第5条 大切な存在として尊重させる子どもは、あらゆる場面において、この章に規定する権利などが保障されます。

（ 安心 して生 きる こ と）

第6 条 子どもは、安心 して生きるために、次に掲げることが保障されます。

（ 1）何ものにもかえがたい生命が守られること。

蛙 2 ）差別や偏見を受けないこと。
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（ 3 ）心身を傷つけられないこと。

（ 4 ）平和で安全・安心な環境の下で生活すること。

（ 個性が尊重されること）

第7 条 子どもは、個性が尊重され、自分らしく生きるために、次に掲げることが保障されます。

（ 1）個性が認められ、自分の可能性が大切にされること。

）
）
）
）

2
3
4
5

（
（
（

（

自分の思っているところに従い、意見や信条を持ち、行動すること。

子どもであ るこ とを：埋由と して、 不当な 扱い を受 けな いこ と。

自分に関する情妻板が不正に利用されないこと。

個人にかかわる事柄について、特別な場合を除き、その意思に反 して公開されないこと。

（ 自分 できめ る こと）

第8 条 子どもは、発達に応 じて、自分に関する事柄を自分で決めるために、次に掲げることが保障されます。

（ 1）自ら考えることに従い、選んで決めるために、様々な情報を、おとなや社会から集めること。

（ 2 ）前号の情矧 こ関 して、子どもが理解できるように、おとなに対して説明を求めること。

（ 思いを伝えること）

第9 条 子どもは、自分の思いを伝えるために、次に掲げることが保障されます。

（ 1 ）自分の想いを、言葉やその他の手段により、他の人の権利を尊重 しながら自由に表現すること。

（ 2 ）自分の願いや気持ちを、意見として家庭、学校、地域、行政等の場で伝えること。

（ 3 ）仲 間をつ く り、集 ま る こと。

（ 4 ）子 どもの意 見は 、お となの 意見 と同 じよ うに価値 ある もの と して 尊重 される こ と。

（ かけがえのない時を過ごすこと）

第10 条 子どもは、かけがえのない時を過 ごすために、次に掲げることが保障されます。

（ 1 ）自分の成長にあわせて、憩い、遊び又は学ぶこと。

（ 2 ）ゆつたりと安心できる場所で休み、自由に過ごす時間を持つこと。

（ 3 ）生活習慣を学び、成長に応 じた教育を求め、かけがえのない時間をよ り充実させること。

（ 4 ）様々な文化や芸術、スポーツ等に触れて、親しみ、豊かな自己や表現力をはぐくむこと。

（ 社会の中で育つこと）

第1 1条 子どもは、社会の中でよ りよく育つために、次に掲げることが保障されます。

（ 1 ）住民自治や地域活動に参加し、自らの思いをより確実なものにすること。

（ 2 ）地域住民と しての知識や能力をはぐくむこと。

（ 3 ）地域に根ざ した文化の伝承を受け、地域社会をよりよく知ること。

（支援を求めること）

第12 条 子どもは、支援を求めるために、次に掲げることが保障されます。

）
）
）

1
2
3
（
（

（

不安 にな っている こ とや困 ってい るこ とを、相 談す る こと。

心身が傷つけられそうになったら、助けを求めること。

自分の権利の実現に向けて、助言や援助を求めること。

第 4 章 子どもの権利の保障
第1節 区による保障

（ 区による保障）

第13 条 区は、子どもの権利が侵害されそ うになった場合又は侵害された場合には、区民等と協働 してその救済や回復に最大限に努め

なければなりません。

（ 環境の整備等）

第14 条 区は、子どもの権利を保障するために、次に掲げる環境を整備し、充実させなければな りません。

（ り 生命や身体が守 られる環境

（ 2 ）安全な食生活の環境

（ 3 ）安心 して休み、遊び又は学べる環境

（ 4 ）住民自治の担い手となるための教育や環境教育の機会

（ 5 ）文化や芸術の担い手となれるような機会

（ 6 ）相談や援助の仕組

（児童虐待防止に関する整備等）

第15 条 区は、子どもの深刻な権利侵害である児童虐待の防止等のために、次に掲げる体制を整備 しなければな りません。

（1 ）児童虐待の予防及び早期発見のための体制

（2 ）児童虐待を受けた子どもの迅速かつ適切な保護及び自立の支援のための体制

（3 ）児童虐待にかかわ った保護者に対する適切な指導及び支援のための体制

（4 ）児童虐待防止に向けた、区と関係機関、民間団体等との連携の強化及び支援のための体制

（5 ）児童虐待防止に向けた、子どもや保護者に対する教育及び啓発のための体制

第2 軒 家庭における保障

（ 家庭における保障）
第16 条 子どもにとってかけがえのない存在である保護者は、家庭を中心として子どもの環境を確保 し、愛情をもってその生命を守 ら …

なければなりません。

2 保護者は、児童虐待又はそれに類似する行為によ り、子どもの心身を傷つけてはな りません○

3 保護者は、子どもと共にいる時間を大切 にしなければな りません。
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4 保護者は、子どもの気持ちに耳を傾け、尊重 しなければなりません。

5 保護者は、子どもが他の人の権利を尊重できるように、自らその範を示さなければなりません。

6 保護者は、子どもの発達に応 じてそのプライバシーを尊重 しなければな りません。

第3 節 子どもにかかわる施設における保障

（子どもにかかわる施設において保障）

第17 条 施設関係者は、子どもの権利を守 り、子どもの育ち、遊び又は学びを、子どもの主体性を尊重 しながら充実させなければな り

ません。

2 施設関係者は、保護者や関係機関と共に、子ども同士のかかわりを見守 り、一人ひとりの子どもの気持ちに耳を傾け、人格を認めて、

意見を尊重 しなければなりません。

3 施設関係者は、児童虐待又はそれに類似する行為により、子どもの心身を傷つけてはなりません。

4 施設関係者は、児童虐待又はそれに発見 しやすい立場にあることを自覚 し、児童虐待を防止するために関係機関との連携・協働の下

に、予防及び早期発見に取 り組まなければなりません。

5 子どものかかわる施設の管理者は、

6 子 どもにかかわる施設の管理者は、

用 し、外書引こ提 供 しては いけ ません 。

は除きます。

7 子どもにかかわる施設の管理者は、

子どもの権利の保障について、子どもの意見を聴く機会を作るように努めなければなりません。

子どもの個人に関する情矧 こついて、あ らか じめ本人の同意を得ないで、目的の範囲を超えて利

ただし、本人の発達段階に応じて特 に必要な場合であって、本人の同意を得ることが難 しいとき

職員等 にこの条例に定め られた子どもの権利を十分理解させるため、研修の機会を設けなければ

な りませ ん。

第4 節 地域における保障

（ 地域における保障）

第18 条 区民は、地域社会を構成する大切な一員である子 どもにとって安全・安心な地域の環境をつ くり、その環境を守 らなければな

りませ ん。

2 区民等は、児童虐待又はそれに類似する行為により、子どもの心身を傷つけてはな りません。

3 区民は、家庭、子どもにかかわる施設又は地域の中で互いに声をかけあい、子どもの成長を支援 しなければなりません。

4 区矧 よ 区民が住民自治の担い手としての責務を負 うことを子 どもに伝え、自らその範を示さなければな りません。

5 事業者は、自らこの条例に定められた子どもの権利をよく理解し、雇用又は所属している者にもよく理解させなければなりません。

6 事業者は、雇用又は所属 している者が安心 して子どもを養育できるような働きやすい職場環境を整備 しなければなりません。

7 区民等は、児童虐待を受けたと思われる子どもを発見 した場合に、子ども家庭支援センターその他の関係機関に速やかに通告しなけ

ればな りません。

第 5 章 子 どもの参加
（子 どもの参カロ）

第19 条 子どもは、社会性を培い、子どもの権利を実生活に生かすために、家庭、子 どもにかかわる施設又は地域に対 して、権利の主

体として参加することが保障されます。

（子どもの社会参加及び参画）

第2 0 条 区は、地域における子どもの社会参カロを支援 しなければな りません。

2 おとなは、子どもが地域活動に参加 しやすいように、地域の役割等をわかりやすく説明 し、又は子どもがこれらの情報を得ることが

できるように様々な方法を講 じなければなりません。

3 おとなは、子どもの意見表明の場を設け、子どもの意見を聴き、又は子ども同士が仲間をつくり、社会に参画できるように支援 しな

け ればな りませ ん。

4 区は、次代を担 う子どもの意見を区政 に反映するよう努め、子どもの意見を聴き、話 し合う場 として、としま子ども会議を開催 しな

ければな りません。

（子どもにかかわる施設における子どもの参加及び参画）

第2 1条 施設関係者は、子どもが育ち、遊び又は学ぶ存在であることを認識 して、子どもの自主的な活動を支援 しなければなりません。

2 施設関係者は、施設運営等に関 して子どもの意見を聴き、話 し合いの場を設けるよう努めなければなりません0

3 施設関係者は、参加及び参画の結果について、子どもに理解を得られる方法で説明するよう努めなければなりません○

第 6 章 子どもの権利侵害か らの救済及び回復
（豊島区子どもの権利擁護委員会の設置）

第2 2 条 区は、子どもの権利侵害について、迅速かつ適切に対応 し、救済を図り、回復を支援するために、区長の附属機関として、豊

島区子どもの権利擁護委員 （以下 「擁護委員」といいます。）を設けます。

2 擁護委員は、3 人以内とし、子どもの権利に理解のある幅広い年齢層にある者（ただ し、規則で定める者を除きます。）から、区長

が委嘱 しま す。

3 擁護委員の任期は、2 年とし、再任することができます。

4 区長は、擁護委員が心身の故障のため職務を行うことができないと認められる場合、職務上の義務違反その他擁護委員としてふさわ

しくない行いがあると認められる場合は、その職を解 くことができます。

5 区は、擁護委員の中立性に配慮 し、地位の独立性を尊重 して、その活動に協力 しなければなりません。

6 擁護委員は、職務上知りえた秘密をもらしてはなりません。その職を退いた後も同様 とします○

（擁護委員の職務）

第2 3 条 擁護委員は、次に掲げる職務を行います。

（1 ）子どもの権利侵害について相談に応 じ、その子どもの権利の救済及び回復のために、助言や支援をすること。

（2 ）子どもの権利侵害に関する救済の申し立てを受け、必要な調査及び調整を行うこと0

（3 ）前号の申し立てを受け、調査及び調整の結果、子どもの権利侵害にかかわると判断される場合は、関係する団体又は個人に対 して
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是正要請をすること。

（ 4 ）前号の是正要請を受けてとられた措置について、関係する団体又は個人から勧告を求めること。

（ 是正要請の尊重）

第2 4 条 前条第3 号の是正要請を受けた者は、これを尊重 し、かつ、必要な措置をとるよう努めなければなりません。

（ 是正要請及び勧告の公表）

第2 5 条 擁護委員は、必要と認めた場合に、第2 3 条第3 号の是正要請及び同条第4 胃の報告を公表することができます。

（ 救済及び回復のための連携）

第2 6 条 擁護委員は、子どもの権利侵害を予防 し、子どもの権利侵害か らの救済及回復のために家庭、子どもにかかわる施設、地域、

関係機関との連携に努めなければな りません。

（ 活動状況等の報告及び公表）

第2 7 条 擁護委員は、毎年の活動状況等を区長に報告し、区民に公表しなければなりません。

（ 庶 務）

第2 8 条 擁護委員の庶務は、子ども家庭部において処理 します。

第 7 章 子どもの権利に関する施策の推進

（ 施策の推進）

第2 9 条 区は、子ども、保護者、施設関係者及び地域との連携・協働し、あらゆる面に配慮 しながら、子どもの権利 に関する施策を推

進 しなけれ ばな りませ ん。

（推進計画の策定）

第3 0 条 区は、子どもの権利に関する施策を、総合的に実行するために、次に掲げる事項について推進計画を策定 しなければな りません○

（1 ）保護者等に対する子どもの養育支援

（2 ）子どもの健やかな育ちに対する支援

（3 ）この条例に関する情報の発信や啓発

（4 ）この条例に関する学習の1幾会の確保

（5 ）地域等における子どもの社会参加活動の啓発

（6 ）子どもにかかわる施設等におけるこの条例に定め られた子どもの権利の保障

（7 ）児童虐待についての理解の普及及び防止

（8 ）子どもの権利侵害に対する相談、援助及び救済等の整備

（9 ）前各号に掲げるもののほか、子ども権利にかかわる施策

（豊島区子どもの権利委員会の設置）

第3 1条 区は、この条例に基づ く計画及び施策を検証するために、区長の附属機関として豊島区子どもの権利委員会 （以下「権利委員

会」 といいます。）を設けます。

2 権利委員会は、区長が委嘱する委員1 0 人以内をもつて組織 します。

3 権利委員会の委員（以下 「委員」 といいます。）の任期は、2 年とし、補欠委員の任期は、前任者の残任期間と します。ただ し、再

任 する ことが でき ます。

4 区長は、委員が心身の故障のため職務を行 うことができないと認められる場合、職務上の義務違反その他委員と してふさわしくない

行いがあると認め られる場合は、その職を解くことができます。

5 委員は、職務上知りえた秘密をもらしてはなりません。その職を退いた後も同様とします。

（権利委員会の職務）

第3 2 条 権利委員会は、次に掲げる職務を行います。

（1 ）区長の諮問を受けて、子どもの権利保障の状況等について、調査及び審議をすること。

（2 ）前号の調査及び審議の結果を区長に答申し、制度の改善等を提言すること。

（答申及び提言の尊重）

第3 3 条 区は、権利委員会の答申及び提言を尊重 し、必要な措置をとらなければな りません。

（会長及び副会長）

第3 4 条 権利委員会に会長及び副会長を置きます。

2 会長及び副会長は、委員の互選によって定めます。

3 会長は、権利委員会を代表 し、会務を総理します。

4 副会長は、会長を補佐 し、会長に事故があるときは、その職務を代理 します。

（招集等）

第3 5 条 権利委員会は、会長が招集 します。

2 権利委員会は、半数以上の委員の出席がなければ、会議を開 くことができません。

3 権利委員会の議事は、出席 した委員の過半数で決 し、可否同数のときは、

（ 庶 務）

第3 6 条 権利委員会の庶務は、子ども家庭部において処理します。

会長 の決 する と ころ によ ります 。

第 8 章 雑 則

（ 委 任）

第3 7 条 この条例の背思考に必要な事柄は、規則で定めます。

附則

この条例は、平成 18 年4 月 1日から施行 します。ただし、第6 章及び第 3 1条から第3 6 条までの規定は、規則で定める日から施行します。
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子どもの権利条約 ネッ トワーク主催 設立 1 5 周年記念イベン

⑬守 宮包⑯ 切◎は ㊨ 亀⑳ぁ からJ

～子 育てが ラクにな る ヒン ト教 え ます～

C R C ネ ッ ト会 員の若 いマ マ・ パパ たち か らは、「子 どもの 権利条 約 を知 ってい ると子 育て がラ クだ と感 じる ！」 とい う

声がき かれ ます。 ど う して子 ど もの権利 条約 を知 って いる と子育 てが ラクだ と感 じるの で し ょうか 。

子どもの権 利 を保 障す る子 ども への 接 し方 とは具 体的 にどん なもの なの で しょうか 。弁護 士 でも あ り自 らもママ と して子

育てをなさっている坪井節子さんと国連子 どもの権利委員会の最新の動向に詳 しい平野裕二さんをゲス トにお招き して、

赤ち やんか らの権 利 につい て考 えます 。

保育はありませんが、乳幼児期のお子さんを連れてきていただいてかまいません。赤ちやんや子どもたちがいる雰囲気

を楽 しみながら時間を過ごしたいと思います。お子さん連れ、妊婦さん、大歓迎です。

日時 ：2 0 0 6 年 5 月 14 日 （日） 14 ：0 0 － 1 6 ：3 0 （1 3 ：3 0 開場）

会場 ：早稲田大学文学部3 3 号館第 1会議室

☆ 会場 の とな りに休 憩スペ ー スを設 けます 。オ ムツ がえや食 事、 妊婦 さんの ひ とやすみ にお使 い ください 。

口事務所を移転 しました

子 ど もの権 利 条約 ネ ッ トワー ク は、 事務 所 が入 居 して いる 「み な とN P O ハ ウス」 の 海区 に よる跡 地利 用構 想 の進 展や経 費

削減 を鑑 み、 この た び、事務 所を下 記の 場所 に移転 しま した 。今後 は、新事 務所 を中心 に して活動 を展 開 して まい りますの で、

これまで 同様 、ご支援 ・ ご協力 を よろ しくお願 いい た します。

新事務所 （2 0 0 6年 4 月 1 日～）

〒 15 2 －0 0 3 4 東京都 目黒区緑が丘 2 －6 － 1

電話・ フ ァ ックス 0 3 －3 7 2 4 － 5 6 5 0

E －m a il nc rc ＠a b e a m ．o c n ．n e ．jp （変更 な し）

W e b  h t t p ： ／ ／ w w w 6 ． o c n ． n e ． j p ／ ‾ n c 「 c ／

交通 東急東横線・東急大井町線 「自由が丘」駅徒歩8 分

今こモ必要な、自分と人とをたいせつにする人権の本 ！

▲l

E

J ■

E

監修 荒牧重人 （山梨学院大学法科大学院教授）

小学校高学年～中学生向／全6巻

各48ペ ー ジ／A 4変 型判 ／ オール カラー

揃定価17，64 0円 （揃本体16，80 0円）

各巻定価2，94 0円（本体2，800 円）

巻

巻

巻

巻

巻

巻

1
2
3
4
5
6

“自分を たいせつ に”か らは じめ よう

いじめ、暴力、虐待から自分を守る

意見をいって自分もまわりも変わる

佐々木光明 編著

坪井節子 編著

喜多明人 編著

いろいろな人の人権を考える 石井小夜子編著
立ちあがるせ界 の子どもた ち 甲斐田万智子 編著

情報 を得 るこ と伝 えること 野村武司・ 平野裕二 編著

ポプラ社
〒1 6 0 －8 5 6 5

東京都新宿区大京町22－1

フリー ダ イ ヤ ル F A X

O 120－5 36 188

t 話 03・33 57－22 12
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〒152・0034 東京都目黒区緑が丘2 －6 －1
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★発行人 喜 多 明 人

★編集人 内 田 塔 子

★年会費 5 0 0 0 円 学生 3 0 0 0 円

18 歳未満 10 0 0 円

定 期 購 読 4 0 0 0 円
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